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	家族として、当事者として�医学研究へ望むこと、協力したいこと��
	�現在は精神科の開業医をしている�家族・当事者としての私の経緯
	当事者や家族が抱える「切実な困り感」�その一つに、精神科診断があります
	現在の精神科診断（ICD/DSM）では�限界があると思っています
	一方で、学会で多くの医学研究の発表を聞いて・・
	研究者と当事者・家族が�協働して研究を発展させていくために��「当事者・家族が求める４つのこと」
	スライド番号 7
	その２
	その３
	その4
	２０２４年、ヘルシンキ宣言が改定された
	�当事者・家族は団体として�政策的な観点からも、行動を起こしています��・  次年度の診療報酬改訂に備えて、全国の当事者�家族会員に対して、全国調査の実施を準備中�⇒　その結果を厚労省へ意見書として提出予定��・  私たちの「困り感」解決のために�研究推進について、国へ意見書を提出したいと考えている���今、国が最も耳を傾けるのは「当事者・家族の言葉」です��「研究者の後押し」が�私たちのできることと考えている����　�
	最後に

